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み
な
さ
ん
は
、
ど
ん
な
と
き
に
幸
せ
を
感
じ
ま

す
か
？

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た
と
き
、
暖
か
い
布
団

で
眠
る
と
き
、
美
し
い
景
色
に
出
会
っ
た
と
き
、

新
し
い
家
族
が
増
え
た
時

ー

幸
せ
の
形
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。
私
自
身
、
最
近
改
め
て
「
幸
せ
と

は
何
か
」
を
考
え
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
３
月
、
長
男
は
中
学
校
を
、
次
男
は
小
学

校
を
卒
業
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
頃
、

家
族
で
四
国
の
自
然
の
中
を
遊
び
回
り
、
日
帰
り

温
泉
に
入
り
、
食
事
を
し
て
帰
る
と
い
う
の
が
定

番
コ
ー
ス
で
し
た
。
中
で
も
「
マ
ル
ブ
ン
小
松
本

店
」
が
お
気
に
入
り
の
お
店
。
お
い
し
い
料
理
は

も
ち
ろ
ん
、
お
店
の
雰
囲
気
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
お
も
て
な
し
が
何
よ
り
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

長
男
が
５
歳
の
時
の
こ
と
で
す
。
い
つ
も
は
シ
ェ

ア
す
る
「
駅
前
ミ
ー
ト
ラ
イ
ス
」
を
「
ひ
と
り
で

全
部
食
べ
る
！
」
と
挑
戦
し
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
で
し
た
が
何
と
か
完
食
。
す
る
と
ス
タ
ッ
フ
の

方
が
「
ひ
と
り
で
全
部
食
べ
た
の
？
す
ご
い
ね
！
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
経
験
が
自
信

に
つ
な
が
り
、
以
来
、
毎
回
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
注

文
す
る
よ
う
に
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
も
覚
え
て
く
れ

て
、
「
今
日
も
ミ
ー
ト
ラ
イ
ス
に
す
る
？
」
と
声

を
か
け
て
く
れ
る
の
が
、
長
男
に
と
っ
て
嬉
し
い

や
り
と
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
時
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
「
駅
前
ミ
ー
ト
ラ
イ
ス
」
が
消
え
て
い
た
の

で
す
。
で
も
ス
タ
ッ
フ
の
方
は
「
ミ
ー
ト
ラ
イ
ス

食
べ
た
い
よ
ね
」
と
厨
房
に
相
談
し
て
、
長
男
の

た
め
に
特
別
に
提
供
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
ん

な
温
か
い
や
り
と
り
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
長
男

は
小
学
校
高
学
年
、
そ
し
て
中
学
生
へ
と
成
長
し

て
い
き
ま
し
た
。

土
日
は
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
が
多
く
な
り
、
マ
ル

ブ
ン
に
行
く
機
会
も
な
く
な
る
中
、
先
日
、
久
し

ぶ
り
に
長
男
と
２
人
で
マ
ル
ブ
ン
に
行
き
ま
し
た
。

５
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
入

れ
替
わ
り
、
オ
ー
ダ
ー
は
モ
バ
イ
ル
注
文
。
も
ち

ろ
ん
メ
ニ
ュ
ー
に
「
駅
前
ミ
ー
ト
ラ
イ
ス
」
は
あ

り
ま
せ
ん
。
店
内
は
満
席
で
大
盛
況
の
中
、
私
は

ダ
メ
も
と
で
思
い
切
っ
て
「
駅
前
ミ
ー
ト
ラ
イ
ス
っ

て
注
文
で
き
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

厨
房
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
わ
ざ
わ
ざ
席
ま
で
来

て
「
今
の
ス
タ
ッ
フ
は
誰
も
作
っ
た
こ
と
が
な
い

の
で
す
が
、
ど
ん
な
料
理
だ
っ
た
か
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
？
」
と
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

「
ご
飯
の
上
に･･･

。
チ
ー
ズ
を
炙
っ
て･･･

」
と

説
明
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
は
「
わ
か
り
ま
し
た
！
作
っ

て
み
ま
す
」
と
、
特
別
に
提
供
し
て
く
れ
た
の
で

す
。
長
男
は
「
マ
ル
ブ
ン
っ
て
、
す
ご
い
な
」
と

喜
び
、
お
い
し
そ
う
に
ペ
ロ
リ
と
完
食
し
ま
し
た
。

お
会
計
の
時
「
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
長
男
に
と
っ

て
思
い
出
の
味
で
し
た
。
諦
め
か
け
て
い
た
け
ど
、

お
か
げ
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を
伝
え
る
と
、
ス
タ
ッ

フ
の
お
兄
さ
ん
は
笑
顔
で
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
思
い
出
の
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

喜
ん
で
も
ら
え
て
、
幸
せ
で
す
！
」

そ
の
一
言
を
聞
き
、
私
は
仕
事

の
幸
せ
と
は
何
か
を
改
め
て
考
え

ま
し
た
。
誰
か
の
た
め
に
自
分
の

力
を
尽
く
し
「
あ
り
が
と
う
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
。
そ
れ
が
働
く
人
に
と
っ

て
の
幸
せ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら

も
、
そ
ん
な
幸
せ
を
追
求
し
な
が
ら
、
も
の
づ
く

り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

克
晴

『
カ
ッ
ツ
社
長
が
ゆ
く
』
の
巻

テーマは【事業承継】先の課題
と思っていましたが時間がある
からこそ多様な対策を検討でき
ると実感。オフィス建築の話も
有意義。これからは多角的な視
点で考えていくことが必要だと思いました！

オーダーメイドのソフトウェア開発を行う会社
で、昨年11月にできたオシャ
レな新社屋も見学✨エンゲー
ジメント向上の取組みでは､社
員の声を活かした働き方改革を
実施し退職者はほぼゼロに！
学びの多い時間となりました。

◆「いい会社づくり」に大切なのは「やり方」ではなく「あり方」
「いい会社を作りたい！」 そう願う経営者や幹部社員が集まる GCC

（グッドカンパニークラブ）。 東京、大阪に続き四国でも発足し、2月

10日の記念講演会(松山)に社長と神野さん、内田さんが参加してき

てくれました。

また、2月25日には 「人を大切にする経営学会」 のオンライン講座

があり、社内でも6名ほどの社員が参加し、視聴してくれました。

「いい会社づくり」 は、江南ラミネートが目指していることなので、こ

うした学びに、多くの社員が自主的に参加してくれることはとても嬉し

いですね✨

「人を大切にする経営学会」での㈱西島さんの講話では、おもしろ

い制度や仕組みを導入し「人を大切にする経営」を実践されていまし

た。しかし、それらの制度をマネして導入すれば、良い会社になるわけ

ではありません。 制度やしくみは手段 にすぎません。 最も大切なの

は “あり方”つまり “風土”です。

こんな話、聞いたことがありますか？

『天国と地獄の長い箸』
ある男がえんま大王に「天国と地獄

の違いを見せてほしい」と頼みました。

まず訪れたのは地獄。

そこでは、大きな鍋を囲んでみんなが食事をしていましたが、食べる

ための箸は1メートルもある長い箸。 地獄の人々は、その長い箸で自

分の口へ食べ物を運ぼうとしますが、上手に食べられません。何度も

落としてイライラし、ついにはケンカ。食べ物は十分にあるのに、誰も

満たされず、争いの絶えない世界でした。

次に訪れたのは天国。 同じように、大きな鍋を囲んで長い箸で食

事をしていまが、天国の人々は向かいに座る人へ「どうぞ」と食べ物

を運び、誰もが満足し、幸せに食事を楽しんでいました。

◆「環境」は同じでも、「風土」が違えば結果が変わる
この話は「やり方とあり方」「制度と風土」という関係に通ずるものが

あると感じました。天国も地獄も あるモノは同じなんですね。どんなに

素晴らしい制度や仕組みがあっても、良い風土がなければ、それらは

活かされません。 逆に悪い制度にもなり得てしまうこともあります。

そして風土をつくるのは、会社ではなく、私たち一人ひとりです。

もし会社や周囲への不満を持ち発している人がいるのであれば、そ

れこそが、不満という空気、風土を創り出しているのかもしれません。

日々の自分の思考や言動が、職場の雰囲気や風土に影響している

ことを意識して過ごしていきたいですね。 逆に、自分を変えることで、

風土を変えることもできる と考えることもできます。

「いい会社づくり」は 私たち全員が関わり、実現できるものです。

だからこそ、こうした学びの機会があった時には「自分には関係ない」

と思わずに、積極的に参加していきたいものですね。

西島社長の講和では、風土やあり方についてもお話されていて、と

ても勉強になりますので、ぜひ視聴してみてください^^ ｂｙ きよこ

2月18日 WEBマーケティング定例会

～
幸
せ
の
形
～

｢購買データ分析｣｢ 2025年度の施策選定｣｢ 新
製品の取り扱い検討｣｢ 個別提案の強化｣を話し
合いました。これから
年度末に向けて、キャ
ンペーンやサイト改善
を進めていきます✨
新顔のかわいい鳩時計
の前でパシャリ！笑！

我が社からアスリー
ト枠ランナーと初
挑戦ランナーの2名
がエントリー！二
人三脚で練習を重
ね、本番では見事
なランを披露して
くれました。スタート時の気温はわず
か2℃と冷え込みましたが、そんな寒さ
を吹き飛ばす熱い走り！あっぱれです！

◆
マ
ル
ブ
ン
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

◆
働
く
こ
と
の
喜
び

『天国と地獄の長い箸』のお話～「環境」は同じでも「風土」が違えば結果が変わる

2月28日 ｢働く人に学ぶ｣in三島東中学校

2月20日 ㈱KEINSさん訪問 in 松山

2月5日 城北高校書道部顧問講演会

2月9日 第62回 愛媛マラソン

３月

石川 雄一 17日

内田 春那 19日

森田 啓志 28日

森 亮大 28日

戸田祐太郎 30日

２月3日 四国中央未来塾･新年会

2月26日 かわしんビジネスクラブ ラミネート加工に
欠かせない原材料
について学びまし
た。２社の方々が
遠方よりお越しい
ただき原材料の特性や最新の技術動向について
詳しく講義していただきました。これからのよ
り良い製品づくりに役立てていきます！

2月28日メンターメンティ少人数懇親会

HAPPY
VALENTAIN

仕事中はゆっくり話せませんが、
今回はリラックスした雰囲気の
中で、様々な話をしながら楽し
い時間を過ごせました♪制度を
活用し、交流を深めることで、
より良い職場づくりにつなげて
いければと思います✨

【紙産業と江南ラミネートの紙加工
について】と【働くとは？】とはの
2部構成でお話させていただきまし
た。疑応答も活発な子どもたち！こ
うした活動を通して地元を好きになってくれる子
どもたちが少しでも
増ええくれたらいい
なと思います。私た
ちにとっても学びの
多い時間でした✨

母校の三島高校で「愛媛
で暮らすライフデザイン」
セミナーにパネラー参加。
高校時代の後悔や転職の
リアルを交え"幸せな
人生の軸"について話
しました。高校生の
フレッシュなエネル
ギーに刺激を受け今
の環境に改めて感謝
✨これからも右肩上がりの人生を目指します

2月12日 男女共同参画三島高校セミナー

2月15日 全社研修･樹脂勉強会

㈱天彦産業 樋口会長の講演で
「社員第一主義」の経営方針
が印象的。「制度より風土を
優先する」にも共感。風土は
与えられるものではなく、社
員一人ひとりが作り上げてい
くもの。 より良い職場づくり
に自分自身も積極的に関わっていきたいです。

2月10日 GCC四国発足記念講演in松山

書道パフォーマンス甲子園優勝校の先生
の講和で｢技術よりも心が大切｣という言
葉が印象的。部では “思いやりノート”
を通じ、仲間との 心を一つにする力を
育んでいるそう。優勝演技の映像は圧巻
で「この素晴らしい大会が四国中央市に
ある」と誇らしく感じました。思いやり
と団結の大切さを改めて感じました。

｢一流の製品は一流の人格から｣ を掲げ、
社員が「この会社に入ってよかった」と
思える経営を目指す西島社長の考えに共感。役職では
なく役割を重視し定年制ではなく引退制を導入し、自
らの成長と働きがいを大切にする仕組みを作り上げて
いました。社員だけでなく 家族も幸せにすることが
会社の使命 という考えにも感銘を受けました。

2月25日 人を大切にする経営学会 オンライン

講座

1月11日に開催
したイベント
【四国中央市の
ここが好き＆喜
多川先生講演会】
の打ち上げを実
施！ジビエ料理

を楽しみながら、良かった点や改善点を振り返
り、学生をどう巻き込んでいくかについて議論
しました。これからの活動に目が離せませんね！

7月の職場体験で中学生と一緒に
植えたコキア。みんなで成長を見
守りながら楽しんできましたが、
ついに！ほうきへと生まれ変わる
準備に向け種の採取をしました♻

みんなで種採取♪

どれどれコキアほうきへ

お店は「シバリス」さん♪

◆
思
い
出
の
味
「
駅
前
ミ
ー
ト
ラ
イ
ス
」

◆
子
ど
も
と
の
大
切
な
時
間


